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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第３四半期連結
累計期間

第66期
第３四半期連結
累計期間

第65期

会計期間
自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日

自　平成24年10月１日
至　平成25年６月30日

自　平成23年10月１日
至　平成24年９月30日

売上高 （千円） 16,202,069 16,233,646 21,564,330

経常利益 （千円） 947,421 752,862 877,583

四半期（当期）純利益 （千円） 858,407 507,669 955,957

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 858,843 607,814 966,015

純資産額 （千円） 6,731,499 7,356,340 6,838,671

総資産額 （千円） 14,535,654 15,890,154 13,924,782

１株当たり四半期（当期）純

利益金額
（円） 48.10 28.45 53.57

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.7 45.7 48.4

　

回次
第65期

第３四半期連結
会計期間

第66期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △31.73 △26.40

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

  

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

　また、当社グループは、空間情報コンサルタント事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略し

ております。　

　なお、当社グループの売上高は、納品が年度末に集中する官公需の特殊性により第２四半期連結会計期間に完成す

る業務の割合が大きいため、第１、第３、第４四半期連結会計期間に比べ第２四半期連結会計期間の売上高が増加す

る傾向にあり、それに伴い業績に季節的変動があります。

　

　（1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日本銀行の金融政策、財政出動効果・

期待感から円安基調と株価上昇が続き、企業収益や個人消費が改善するなど、景気に一部回復の兆しが見られたも

のの、引き続き欧州債務危機、新興国の伸び悩み等、海外景気の下振れリスクも見られ、先行きは依然として不透明

な状態が続いております。

　当建設関連業界におきましては、国土強靭化対策を柱とした大型補正予算と本年度予算による国土防災・保全対

策関連業務の増加が期待されているものの、自治体財政力の脆弱性から、厳しい市場環境・受注環境となりまし

た。

　このような事業環境のもと、当社グループは、前期よりスタートした中期経営計画達成に向け、空間情報コンサル

タント業界のトップ企業を目指し、空間計測技術とコンサルティング能力のさらなる融合により、国土の保全支援

業務への取り組みをさらに推進すると共に、国内外において計測業務・コンサルティング業務の拡充に努めてま

いりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、受注高が147億50百万円（前年同期比8.1％減）となりま

したが、売上高は162億33百万円（同0.2％増）となりました。

　利益面におきましては、上述のとおり売上高及び利益が第２四半期連結会計期間に集中する季節的変動の影響も

あり、営業利益は７億73百万円（前年同期は９億75百万円）、経常利益は７億52百万円（前年同期は９億47百万

円）、四半期純利益は５億７百万円（前年同期は８億58百万円）となりました。
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（受注及び販売の状況）　

　当第３四半期連結累計期間における受注及び販売の状況を示すと、次のとおりであります。

　なお、当社グループは、空間情報コンサルタント事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載に代えて

業務区分別に記載しております。

　また、当社グループの売上高は、納品が年度末に集中する官公需の特殊性により第２四半期連結会計期間に完成

する業務の割合が大きいため、第１、第３、第４四半期連結会計期間に比べ第２四半期連結会計期間の売上高が増

加する傾向にあり、それに伴い業績に季節的変動があります。

　

① 受注の状況

　

前年同四半期

（自　平成23年10月１日

　　至　平成24年６月30日）

当第３四半期

（自　平成24年10月１日

　　至　平成25年６月30日）　

　

比較増減

　

業務区分
受注高

（千円）　

受注残高

（千円）　

受注高

（千円）　

受注残高

（千円）　

受注高

（千円）　

受注残高

（千円）　

　情報システム 10,052,169　 6,810,118　 9,558,402　 6,141,390　 △493,767　 △668,728　

　建設コンサルタント 6,006,462　 4,496,654　 5,191,965　 4,057,553　 △814,496　 △439,100　

合　　計 16,058,632　 11,306,773　 14,750,368　 10,198,943　 △1,308,263　 △1,107,829　

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　

　

② 販売の状況

　

前年同四半期

（自　平成23年10月１日

　　至　平成24年６月30日）　

当第３四半期

（自　平成24年10月１日

　　至　平成25年６月30日）　

　

比較増減

　

業務区分
金額

（千円）　

構成比

（％）　

金額

（千円）　

構成比

（％）　

金額

（千円）　

増減率

（％）　

　情報システム 10,963,363　 67.7　 10,885,837　 67.1　 △77,525　 △0.7　

　建設コンサルタント 5,238,706　 32.3　 5,347,809　 32.9　 109,102　 2.1　

合　　計 16,202,069　 100.0　 16,233,646　 100.0　 31,576　 0.2　

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

（2）財政状態の状況

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比較し19億65百万円増加の158億90百万円とな

りました。これは主として、現金及び預金が増加したことによるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比較し14億47百万円増加の85億33百万円となりました。これは主として、前受金

が増加したことによるものであります。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比較し５億17百万円増加の73億56百万円となりました。これは主として、利益

剰余金が増加したことによるものであります。

　

（3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、１億２百万円となっております。なお、当第３四半期連

結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 18,614,000 18,614,000
東京証券取引所

市場第二部

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は1,000株で

あります。

計 18,614,000 18,614,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 18,614,000 － 1,673,778 － 1,197,537

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式　 　770,000
－ －

（相互保有株式）

普通株式　　　 1,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　17,765,000 17,765 －

単元未満株式 普通株式　　　78,000 － －

発行済株式総数 18,614,000 － －

総株主の議決権 － 17,765 －

　　　②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）  　 　 　 　

アジア航測㈱

東京都新宿区西新宿

六丁目14番１号　新宿

グリーンタワービル

770,000 － 770,000 4.14

（相互保有株式）  　 　 　 　

㈱大設
兵庫県姫路市広畑区

蒲田四丁目140番地
1,000 － 1,000 0.01

計 － 771,000 － 771,000 4.14
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年10月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,796,377 7,364,294

受取手形及び売掛金 4,307,653 2,419,708

仕掛品 1,278,992 1,014,451

原材料及び貯蔵品 1,861 1,598

その他 651,480 802,699

貸倒引当金 △15,586 △10,586

流動資産合計 10,020,780 11,592,166

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 247,403 208,869

航空機（純額） 17,595 19,368

機械及び装置（純額） 166,689 169,091

車両運搬具及び工具器具備品（純額） 161,086 197,273

土地 319,898 299,603

その他（純額） 555,935 755,933

有形固定資産合計 1,468,608 1,650,139

無形固定資産

ソフトウエア 811,472 654,942

その他 9,322 128,497

無形固定資産合計 820,794 783,439

投資その他の資産

投資有価証券 909,630 1,226,160

長期貸付金 238,374 237,506

その他 728,827 650,806

貸倒引当金 △262,233 △250,064

投資その他の資産合計 1,614,598 1,864,409

固定資産合計 3,904,002 4,297,988

資産合計 13,924,782 15,890,154
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 549,839 380,066

未払法人税等 119,075 277,918

前受金 806,855 1,657,440

賞与引当金 495,705 605,879

受注損失引当金 207,390 326,214

引当金 84,409 64,549

その他 1,088,154 1,092,861

流動負債合計 3,351,429 4,404,930

固定負債

退職給付引当金 3,130,695 3,332,171

その他 603,985 796,713

固定負債合計 3,734,681 4,128,884

負債合計 7,086,110 8,533,814

純資産の部

株主資本

資本金 1,673,778 1,673,778

資本剰余金 2,476,457 2,476,457

利益剰余金 2,839,860 3,258,304

自己株式 △241,445 △241,965

株主資本合計 6,748,651 7,166,574

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △6,184 93,372

その他の包括利益累計額合計 △6,184 93,372

少数株主持分 96,205 96,392

純資産合計 6,838,671 7,356,340

負債純資産合計 13,924,782 15,890,154
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 16,202,069 16,233,646

売上原価 12,082,855 12,244,127

売上総利益 4,119,214 3,989,519

販売費及び一般管理費 3,143,325 3,215,980

営業利益 975,889 773,538

営業外収益

受取利息 6,878 2,597

受取配当金 10,867 14,352

持分法による投資利益 5,027 7,192

その他 21,435 21,706

営業外収益合計 44,209 45,849

営業外費用

支払利息 27,383 21,576

コミットメントフィー 9,947 8,668

シンジケートローン手数料 31,250 26,250

その他 4,095 10,031

営業外費用合計 72,676 66,526

経常利益 947,421 752,862

特別利益

固定資産売却益 － 50,735

関係会社清算益 360 －

特別利益合計 360 50,735

特別損失

固定資産除却損 22,429 731

減損損失 5,779 －

投資有価証券評価損 2,458 －

その他 3,000 －

特別損失合計 33,669 731

税金等調整前四半期純利益 914,112 802,865

法人税等 45,885 295,448

少数株主損益調整前四半期純利益 868,226 507,417

少数株主利益又は少数株主損失（△） 9,819 △252

四半期純利益 858,407 507,669
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 868,226 507,417

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9,383 100,397

その他の包括利益合計 △9,383 100,397

四半期包括利益 858,843 607,814

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 848,652 607,226

少数株主に係る四半期包括利益 10,191 587
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年10月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、原則として、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。但し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法によっております。

　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　

平成24年10月１日　至　平成25年６月30日）

　当社グループの売上高は、納品が年度末に集中する官公需の特殊性により第２四半期連結会計期間に完成する業

務の割合が大きいため、第１、第３、第４四半期連結会計期間に比べ第２四半期連結会計期間の売上高が増加する傾

向にあり、それに伴い業績に季節的変動があります。　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。　

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 415,869千円 462,597千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年12月20日

定時株主総会
普通株式 53,542 3  平成23年９月30日 平成23年12月21日利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年12月19日

定時株主総会
普通株式 89,226 5  平成24年９月30日 平成24年12月20日利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成24年10月１日　至　平成25年６月30日）

当社グループは、空間情報コンサルタント事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 48円10銭 28円45銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 858,407 507,669

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 858,407 507,669

普通株式の期中平均株式数（株） 17,845,646 17,843,281

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月13日

アジア航測株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 櫻井　紀彰　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 河合　宏幸　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアジア航測株式会

社の平成24年10月１日から平成25年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平

成25年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年10月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アジア航測株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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